
1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問）遠藤議員は、「高齢者外出支援事業」の助成券（タク

シーやバス券など）は、65 歳以上で構成される「市民税

非課税世帯」で、75 歳以上の市民に支給されるが、申請

できるのは 75 歳以上の方のたった 2 割だ。 

しかも、発行された券の使用率は 60％。その理由の一

つに、タクシー券の一回の使用上限額が 550 円で、使い

勝手が悪く、使い切れないとの声がある。年間1万3,200

円の範囲でもっと自由に使えるようにすべきではない

か？また対象者を、全 75 歳以上に広げた場合、どれだ

け予算が必要か？とただした。 

 

答）理事者は「現行使用率の 60％で算出すると、約 5600

万円の予算となり、約 4,400 万円増」となると回答。 

 

問）遠藤議員は、高齢でも実際は券を必要としない人もい

る一方で、通院や買い物のたびにタクシーが必要で負担

を感じ、不公平感を持つ人もいる。高齢化が進む中、75

歳以上の希望者には、全員に助成券を渡し、市内を自由に

移動してもらい、市内経済を回してもらったら良いので

はないか？とただした。 

 

答）理事者は、財政が制約される中、大きい意味で制度設

計をどうするか、意見を踏まえ考えていきたいと回答。 

 

 

 

 

問）４月２８日、福井県の杉本達治知事は、運転開

始から４０年経過した関西電力・美浜原発３号機

と、高浜原発１・２号機の再稼働に同意を表明。 

福島原発の事故後「原則４０年と定めた」ルール

下での、初めての特例２０年延長となった。 

 国は、２０１９年度に発電比率が６％だった原発

を、３０年度に２０～２２％にするエネルギー基本

計画を、今後も維持するとしている。今後４０年を

迎える原発が、次々延長されることが懸念される。 

 伊方原発３号機は、あと１３年で４０年を迎え

る。今後、延長・建て替えなどの議論が出てくるこ

とも予想されるが、そうなった場合、市長としてど

のような立場を取るお考えか？ 

答）伊方発電所３号機の運転延長や建替について

は、安全確保に関する覚書に基づき、国の規制委の

審査、県の環境安全管理委での議論、市民代表や市

議の意見等を踏まえ、市として判断する。原子力発

電は、国策の中で位置づけられており、国政のより

広い場面で議論していただくことと思っている。 

（まとめ）福井地裁で２０１４年５月に、大飯原発

の運転差し止め判決を出した、樋口英明氏は、著書

「私が原発を止めた理由（旬報社）」で、「私が原発

を止めた理由は、福島原発事故は、２、４号機の大

爆発で、３０キロ圏内だけでなく、東京を含む２５

０キロ圏まで汚染の恐れがあったが、様々な偶然が

重なり、たまたま避けられた。原発は、耐震性の面

でも、配管が壊れる恐れもあり、非常に危険だ」と

述べている。原発は、延長せず廃炉にすべきだ。 

 

問）遠藤議員は、バス路線も乗合タクシーもない地

域が 16 か所あるとの事だが、今後どうするのか？

どこに住んでも公共施設等に気軽に外出できるよ

う、公共交通を整備するのが市の役割だと質問。 

答）理事者は、全国の事例や利用状況も調査し、地

域の実情に合った方法を検討したいと回答。 

 

6 月議会の様子

をご報告します。 
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6 月議会報告（2/2） 

遠藤あやのブログができました！

         

  

 


